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富士見町 グループホーム
ひなたぼっこ

長野県諏訪郡富士見町富士見11650-1
0266-61-2335
0266-61-2223（グループホーム）
認知症と診断された利用者の介護や生活援助 

壮大な富士山・八ヶ岳・日本アルプスを見渡せる富
士見に2010年６月に開所しました。豊かな自然に囲
まれて18人の認知症の方が過ごしています。野菜を
切る、食事の盛り付け、食器を拭く、掃除等、それぞ
れが役割を持ち、家庭にいるような環境で共同生活
を送っています。また、できるだけ個々人の習慣や生
活リズムでゆったり過ごせるように心がけています。
年間の活動では、お花見、ぶどう狩り・お祭、外食に

出かけたりもします。中学校の文化祭に招待された
り、町の文化祭りにみんなで作品を作って出展し、地
域との繋がりも築いています。

言えない言葉や心の
中に隠された思いに寄り
添い、安心して暮らせる
支援をしていきたいと
思っています。
（介護福祉士・遠藤 美奈）
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１
月
23
日
、松
本
市
駅
前
会

館
で「
県
連
青
年
職
員
育
成
を

考
え
る
活
動
交
流
集
会
」が
開

か
れ
ま
し
た
。２
０
１
１
年
に

初
め
て
開
催
し
、後
継
者
対
策

の
具
体
化
・教
訓
の
共
有
、青

年
委
員
会
機
能
の
確
立
な
ど

が
提
起
さ
れ
、青
年
育
成
の
課

題
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
契

機
と
な
り
ま
し
た
。
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動
交
流
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、青
年

職
員
の
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成
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育
成
に
携
わ

る
担
当
者
、Ｊ
Ｂ
や

青
年
を
主
と
し
た
取
り
組
み

で
活
躍
す
る
青
年
職
員
な
ど

55
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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今
、改
め
て
青
年
育
成
の
重

要
性
が
強
調
さ
れ
る
状
況
の

も
と
、名
城
大
学
の
蓑
輪
明
子

先
生
を
招
き
、「
若
者
が
お
か

れ
た
社
会
状
況
と
社
会
運
動

の
現
局
面
」と
題
す
る
講
演
を

行
い
ま
し
た
。現
在
の
日
本
の

青
年
が
お
か
れ
て
い
る
雇
用

や
貧
困
の
実
情
か
ら
、政
治
や

社
会
の
問
題
に
対
し
行
動
す

る
青
年
が
増
え
て
い
る
。選
挙

で
自
分
の
願
い
を
託
せ
る
政

権
を
真
剣
に
も
と
め
て
い
る

な
ど
、青
年
の
社
会
に
対
す
る

意
識
の
特
徴
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

成
長
は
民
医
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体
感
し
て
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６
人
の
青
年
職
員
か
ら
は
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「
な
ぜ
、自
分
が
民
医
連
で
働

い
て
い
る
の
か
？
民
医
連
で

働
く
う
え
で
の
や
り
が
い
」

「
小
児
科
診
療
の
現
場
か
ら
患

者
に
寄
り
添
い
、医
療
制
度
改

善
す
る
取
り
組
む
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
こ
と
」「
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
の
取
り
組
み
か
ら

学
び
合
う
こ
と
、お
互
い
に
思

い
を
共
感
す
る
こ
と
の
喜
び
」

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、「
青

年
」と
「
青
年
育
成
援
助
者
」が

悩
み
や
問
題
意
識
を
語
り
合

い
、思
い
を
共
有
し
ま
し
た
。

青
年
職
員
は
、職
場
な
ど
集
団

の
中
で
、民
医
連
を
体
感
し
成

長
し
ま
す
。集
会
で
は
、法
人

や
連
絡
会
で
青
年
職
員
を
援

助
す
る
担
当
者
を
集
団
化
す

る
こ
と
の
必
要
性
が
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

（
県
連
事
務
局
次
長
・伊
藤

文
徳
）

2000万人統一署名スタート！（1面）

本田宏医師の講演（2面）

薬局法人学習会（3面）

青年職員育成を考える活動交流集会（4面）

切 開
安
倍
首
相
が
、

戦
力
不
保
持
を
規

定
し
た
憲
法
９
条

２
項
の
明
文
改
憲

を
公
然
と
表
明
し

ま
し
た
。い
よ
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よ
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。
一
つ
の
主
権
国
家
が

70
年
間
戦
争
を
し
な
か
っ

た
こ
と
は
誇
り
で
す
。命
と

健
康
を
守
る
仕
事
を
し
て

い
る
私
た
ち
は
、人
が
殺
し

合
う
こ
と
を
絶
対
に
許
せ

ま
せ
ん
▼
安
倍
政
権
は
先

の
国
会
で
安
保
法
制
＝
戦

争
法
案
を
強
行
成
立
さ
せ

ま
し
た
。人
類
の
歴
史
の
中

で
到
達
し
た
憲
法
の
、国
家

権
力
の
暴
走
を
縛
り
人
権

を
守
る
と
い
う
立
憲
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を
踏
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に
じ
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も
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で
す
。

政
府
と
安
倍
首
相
は
、戦
争

法
で
自
衛
隊
を
海
外
に
出

動
さ
せ
る
場
合
に
憲
法
９

条
が
障
害
物
と
な
る
こ
と

を
改
め
て
確
認
し
た
の
で

す
。マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
調
査

で「
9
条
改
正
」に「
反
対
」

が
6
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

国
民
は
9
条
を
支
持
し
て

い
ま
す
。戦
争
す
る
国
に
さ

せ
な
い
た
め
に
は
安
倍
政

権
を
退
陣
に
追
い
込
む
し

か
あ
り
ま
せ
ん
▼
参
議
院

選
挙
が
５
か
月
後
に
迫
っ

て
い
ま
す
。支
持
政
党
の
違

い
を
超
え
、戦
争
法
廃
止
と

立
憲
主
義
回
復
を
か
か
げ
、

若
者
か
ら
高
齢
の
方
ま
で

国
民
の
運
動
が
も
り
あ

が
っ
て
い
ま
す
。選
挙
で
野

党
が
結
束
し
て
自
民
党
を

少
数
派
に
さ
せ
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。今
こ

そ
立
ち
上
が
る
と
き
で
す
。

（
清
）
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事務局

☎0263-36-1390 FAX 0263-33-1229
Eメール kikanshi@n-mr.com
URL http://www.mintyo.or.jp/min-iren
［月1回25日発行 定価100円・加盟院所職員は会費に含む］

戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員
会が呼びかけた、「戦争法の廃止を求める統一署名」
＝２０００万人統一署名が、５月３日の達成をめざして
始まっています。長野県民医連の目標は12万筆!!
各地域連絡会の取り組みを交流します。

私と民医連
「小児科での経験から」

発表より）

受診を中断する「ちょっと困った家族」の事情を
和田医師から聞き、「困難を抱えている」という視点が
加わった。「私のアンテナ」（保険証、仕事の形態、定期受
診に来ない、服の汚れ・臭い、親や子どもの歯など）で気
づいた患者さんについてカンファレンスで話し合い、小
児科全体でフォローするようになった。小児科業務にや
りがいを感じ、職員同士も信頼し合える仲間になった。
民医連の小児科だから変われたのだと思う。

1月15日に署名推進本部準備会を
開催し、取り組み方針を決めました。

①学習を基に、共同組織と共に行動する。②職員独自の繋がりによる運
動の拡大を求めていく。③「戦争法反対」の一点で結びつく全ての人た
ちと共同を広げ、目標を達成する。
ＤＶＤ「戦争法を廃案に！～2000万人署名を成功させよう～」を松本
協立病院では、病院のポータルサイトにアップしいつでも視聴可能にし、
塩尻協立病院では昼休みに会議室でオープン上映会を開催し学習を
広げています。
また、友の会にも学習を含む行動提起を行います。地域の方に協力し
てもらうために、返信用封筒を作成し署名用紙とセットにして配布しま
す。（署名推進ニュースより）

南信勤医協・諏訪ひまわり企画
では目標を1万筆とし、林芳久理
事長を本部長に幹部と若手職員
で署名推進委員会を作りました。
飛躍的に進めるために、２月10
日、管理部・職責の決起集会を行
いました。緊急でしたが32人が集まり意思統一を行いました。1人10筆以
上の達成報告用紙を使用し、経験を推進ニュースで交流していく、病院
では全職場交代で待合室署名を行う、泉の会員に機関紙配付時に対面
で署名をお願いすることなどを確認しました。本部では銀行や業者への
依頼も始めています。
３月２日には、木嶋日出夫弁護士を講師に全職員学習会を開催しま
す。（花岡 進）
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長野県民主医療機関連合会
2016年2月25日 第302号

中信
職員1人10筆以上（１万筆）と、組合員の６割（３万7800筆）を合わせた
４万7800筆を目標に署名活動を開始。２月９日現在で職員１３３６、組合
員４６８５筆です。
１月15日には62人の参加でスタート集会が開かれました。女性医師４
人が「医療従事者として戦争法とは相容れないもの」「40年間無関心で
したが子どものために黙っていられない」「これからの日本のために自
分がやるべきことをやっていきます」と次 に々決意表明。病院では15分
署名行動集中週間として午前９時から15分間の待合室行動を毎月行う
予定です。
２月12日には長野駅前でバレンタイン行動を行い、職員39人、組合員11
人が参加し100筆を集めました。（「47,800筆本気新聞」より）

長野

10000筆を目標に法人の推進委員会を結成し、
理事長を責任者、林常務を中心に大原部長、佐
藤部長、小田課長で体制をとり1月11日に事務局
会議を行いました。
当面の方針は、①共同組織に署名を郵送す

る。②郵送した署名用紙を効率的に返送してい
ただくために友の会会員に電話がけ。③外来で
の署名活動。④職員への署名の提起を決定しました。また、続けて
きた病院前のスタンディング行動も毎週木曜日に取り組みます。
２月10日には、病院の全職場から推進委員を選出して推進委員
会を開きました。職員はこれから回収ですが飯伊民医連として現在
2020筆が集まっています。（佐藤 功）

飯伊

目標6000筆達成に向け、各事業所の事務長を中心に署名推進体制
を組み、情勢と署名活動の意義・方法についての職場学習会、社保、組
織、青年等の各委員会が相互連携し行動計画を立て、全職員に「最低1

回の署名行動への参加」を呼びかけています。
伊那市内の産直市場「グリーンファーム」で
の毎土曜日の署名活動、病院外来での署名
コーナーの設置と患者・利用者さんに協力を
依頼しました。多くの皆さんが想像以上に快く
応じてくれ、いかに戦争法制が危惧されている
かを実感し、「民意がここにある」ことへの確信
と勇気が生まれています。（金田 恭子）

上伊那

当面の署名目標を5000筆とし、理事を主体とした外来での署名活動
や機関紙「千曲川のにじ」1万2000部への署名用紙と返送用封筒の折り
込みを行いました。切手を貼って返信してくれた組合員さんは200人に達
し、電話で「この署名は大変良い内容なので近所にもお願いするからあ
と５枚用紙を送ってほしい」という人も。２月16日現在で1507筆（達成率
30.1％）の署名が集まっています。２月19日には全国統一行動に参加して
いきます。
また、毎月９日と25日には青年職員有志を中心とした街頭パフォーマ
ンスも昨年夏から続けています。スタンディングデイが分かるようにカレン
ダーへ貼るシールも作り、多くの職員に働きかけています。（東信医療生
協社保委員会）

東信

諏訪

県連オリジナルの
署名用紙ファイルは全国で話題

【署名集約状況】

（２月16日現在）

15803筆（13・2％）
120000筆

所 在 地
連 絡 先

事業内容
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締め切りは3月15日。Ｅメール、ハガキ、Ｆ
ＡＸで県連まで。正解者５人に図書カード
進呈。メッセージも添えてネ！

クイズ＊探してネ！ 11月号のこたえ

② 松川高校
[図書カード当選者]
・青木 笑美さん
・猪狩 努さん
・北原 美和子さん
・斉藤 めぐみさん
・由井 厚子さん

諏訪地域連絡会の老健にある神社の
名前はなんでしょう？　
①　はるかぜ神社
②　あきかぜ神社
③　すずかぜ神社

平和憲法守る私の声
塩原 秀治

　私事ですが、父親は大正生
まれで、今年90歳になります。
昨日のことは、すぐに忘れてし
まうこともありますが、戦争体
験は鮮明に覚えていて、最近、
孫にもよく当時の話をしています。徴兵され、昭和20年６
月に海軍に配属され、まもなく静岡で終戦をむかえたそ
うです。目の前で機関銃の銃撃にあい、人が死んでいっ
たそうです。父がその場で死んでいたら、私はここにいま
せん。
　昨年９月19日、安倍内閣は「安全保障法制」の「法整
備」に向けた関連法案として、他国の軍隊を支援する「国
際平和支援法案」と、自衛隊法など10の法律改定を１本
にまとめた「平和安全法制整備法案」の２法案を強行可
決しました。その内容は、日本国憲法が憲法９条ならび
に前文でうたった平和主義を真っ向から否定し、日本を
戦争国家へと変貌させる「戦争立法」そのものです。
日本が攻撃されていない場合でも、アメリカとともに海外
で戦争をおこなう道が開かれています。「日本と密接な関
係にある他国に対する武力攻撃が発生」し、その武力攻
撃によって「日本の存立が脅かされ、国民の生命、自由及
び幸福追求の権利が根底から覆される明白な危険があ
る事態」に至ったと判断されれば、自衛隊は武力を行使
できるのです。「集団的自衛権」の名の下に、アメリカがお
こした無法な侵略戦争にも、自衛隊が参戦する危険があ
ります。
　いよいよ、３月から、こうした危ない「戦争法」は施行さ
れます。
　あらゆる手立てで、戦争立法の実施を阻止し、廃案め
ざしていきましょう。参議院選挙で、野党が共闘して、安
倍政権をかならず、打倒して、憲法９条が輝く日本をめざ
しましょう。

　

１
月
28
日
、県
連
会
館
で
全
日
本

民
医
連
会
計
顧
問
の
根
本
守
公
認

会
計
士
を
講
師
に
、薬
局
法
人
の

「
非
営
利
型
一
般
社
団
法
人
」へ
の

移
行
に
つ
い
て
学
習
会
が
開
か
れ
、

薬
局
法
人
役
員
を
中
心
に
約
3
0

名
が
学
び
ま
し
た
。

　
　
　

＊　
　
　
　
　
　

＊

　

政
府
・厚
労
省
の
医
薬
分
業
政

策
の
下
で
、民
医
連
の
保
険
薬
局
の

ほ
と
ん
ど
は
、株
式
会
社
（
有
限
会

社
含
む
）と
い
う
営
利
法
人
形
態
を

と
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

の
た
め
株
主
に
利
益
剰
余
金
を
分

配
し
な
い
措
置
を
と
る
な
ど
、「
非

営
利
・協
同
」を
貫
く
努
力
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、営
利
法
人
形
態
と
し
て

の
限
界
は
残
る
た
め
、全
日
本
民
医

連
で
は
非
営
利
型
一
般
社
団
法
人

へ
の
移
行
を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。非
営
利

型
一
般
社
団
法
人
は
、保
険
薬
局

（
収
益
事
業
）と
は
別
に
非
営
利
事

業
（
公
益
事
業
）を
行
う
こ
と
が
可

能
で
、地
域
に
貢
献
で
き
る
真
の

「
非
営
利
・
協
同
」を
実
現
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

学
習
会
で
は
、県
連
の
(
有
)
ひ

ま
わ
り
企
画
の
下
に
あ
る
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
会
社
の
５
法
人
を
非

営
利
型
の
一
般
社
団
法
人
に
移
行

し
、そ
の
後
有
限
会
社
を
解
散
さ
せ

る
方
法
･
手
続
き
を
学
ぶ
事
が
で

き
ま
し
た
。今
後
、県
連
理
事
会
の

も
と
で
関
係
各
所
と
連
携
を
図
り
、

計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
㈲
ひ
ま
わ
り
企
画
代
表
取
締
役
・

柘
植 

賢
治
）

（3）2016年2月25日

26

Q 2
分
で
読
め
る
ミ
ニ
学
習

分
で
読
め
る
ミ
ニ
学
習

2
分
で
読
め
る
ミ
ニ
学
習

新
型
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
と
予
防
は
？

　
　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
２
〜
３
年

毎
に
変
異
株
が
出
現
し
、G
Ⅱ

　
4

型
は
2
0
0
6
、2
0
1
2
年
に
大

流
行
し
ま
し
た
。
2
0
1
4

～

2
0
1
5
年
冬
季
に
は
、G
Ⅱ

　

17

　
k
i 

2
0
1
4
の
流
行
が
、中
国
南

部
、台
湾
や
日
本
（
川
崎
、長
野
な

ど
）で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

G
Ⅱ　

4
と
G
Ⅱ　

17
の
決
定

的
な
違
い
は
、人
間
に
G
Ⅱ　

17

の
免
疫
が
な
い
の
で
多
く
の
人
が

感
染
す
る
確
率
が
高
く
な
る
こ
と

で
す
。ま
た
、既
存
の
検
査
キ
ッ
ト

（
エ
ラ
イ
サ
法
）で
は
検
出
が
難
し

い
の
で
、陰
性
で
も
安
心
で
き
な
い

こ
と
で
す
。

　

感
染
経
路
は
、①
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
汚
染
さ
れ
た
食
品（
牡
蠣
等
の
二

枚
貝
）の
生
、加
熱
不
十
分
な
料
理

の
摂
取　

②
感
染
者
の
糞
便
や
吐

物
に
触
れ
た
手
か
ら
ド
ア
ノ
ブ
な

ど
を
介
し
て
の
接
触
感
染　

③
処

理
や
消
毒
が
不
十
分
な
吐
物
な
ど

の
た
め
乾
燥
し
て
粉
塵
と
し
て
吸

い
込
む
飛
沫
感
染
で
す
。

　

日
常
生
活
で
は
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

が
付
着
し
た
手
指
で
食
品
等
に
触

れ
て
体
内
に
取
り
込
ん
で
し
ま
う

こ
と
が
主
な
感
染
経
路
で
す
。外
出

先
か
ら
の
帰
宅
時
、食
事
前
、ト
イ

レ
の
後
は
必
ず
手
洗
い
を
す
る
事

が
重
要
で
す
。特
に
注
意
が
必
要
な

の
が
ト
イ
レ
で
、最
も
感
染
リ
ス
ク

が
高
い
場
所
で
す
。

　

感
染
対
策
は
、ア
ル
コ
ー
ル
に
比

較
的
耐
性
が
あ
る
た
め
、流
水
・
石

鹸
に
よ
る
手
洗
い
が
基
本
で
す
。有

効
な
の
は
①
次
亜
塩
素
酸
消
毒　

②
加
熱
処
理
で
す
が
、食
品
の
加
熱

は
中
心
部
が
85
〜
90
℃
で

90
秒
以

上
か
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、下
痢
･
嘔
吐
の
場
合

は「
接
触
･
飛
沫
感
染
対
策
＋
手
洗

い
」の
徹
底
で
す
。吐
物
の
処
理
に
は

ガ
ウ
ン
、マ
ス
ク
、手
袋
を
着
用
し
、処

理
後
、次
亜
塩
素
酸
で
消
毒
を
し
ま

す
。詳
細
は
各
施
設
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

（
県
連
感
染
対
策
委
員・長
谷
部 

優
）

諏　

訪

中　

信

飯　

伊

東　

信

上
伊
那

長　

野

す
ず
か
ぜ
神
社
が
好
評
で
す

　

諏
訪
大
社
が
あ
る
下
諏
訪
町
で
は
、神
社
は
な
じ
み

の
ひ
と
つ
で
す
。老
健
す
ず
か
ぜ
で
は
、利
用
者
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
施
設
内
に「
す
ず
か
ぜ
神
社
」を
つ
く
り
ま

し
た
。Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
明
か
り
が
つ
い
た
り
し
ま
す
。ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
知
症
緩
和
に
も
活

用
し
て
い
ま
す
。今
年
は
御
柱
、す
ず
か
ぜ
神
社
に
も
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。（
高
木 

耕
平
）

協
立
は
り
き
ゅ
う
マ
ッ
サ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
開
業

　

松
本
協
立
病
院
物
療
科
は
、１
月
か
ら
要
望
が
多
か
っ

た「
は
り
き
ゅ
う
治
療
」も
行
え
る
施
設
、『
協
立
は
り
き

ゅ
う
マ
ッ
サ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
』と
し
て
新
た
に
独
立
開
業

し
ま
し
た
。今
後
は
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
事
業
も
視
野
に
入

れ
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
、技
術
、経
験
に
自
信
と

誇
り
を
も
っ
て
、よ
り
い
っ
そ
う
地
域
の
み
な
さ
ん
へ
の

貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。（
浅
井 

弘
道
）

手
づ
く
り
ご
は
ん
で「
お
し
ゃ
べ
り
食
事
会
」

　

１
月
15
日
、東
信
医
療
生
協
で
は
１
人
で
食
事

を
と
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、「
お
し
ゃ
べ
り
食
事

会
」を
行
い
ま
し
た
。組
合
員
・
職
員
約
20
人
が
参

加
、「
お
弁
当
か
と
思
っ
た
ら
手
作
り
の
ご
は
ん
で

お
い
し
か
っ
た
」と
好
評
で
し
た
。「
次
回
も
楽
し

み
」と
い
う
声
も
あ
り
、月
1
回
は
実
施
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。こ
の
活
動
が
地
域
へ
引
き
継
が
れ

る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
。（
市
川 

久
子
）

10
年
目
の
学
運
交
を
開
催

　

２
月
13
日
、長
野
地
域
連
絡
会
学
運
交
に
１
５

０
人
が
参
加
し
、43
演
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
立
っ
て
排
尿
が
し
た
い
」と
い
う
利
用
者
の
思
い

に
寄
り
添
っ
た
実
践
、省
エ
ネ
の
啓
発
・
改
善
に
よ

る
経
費
削
減
、真
空
調
理
を
応
用
し
た
時
季
の
料

理
な
ど
…
多
彩
な
発
表
が
。「
も
っ
と
い
い
仕
事
が

し
た
い
」と
い
う
思
い
に
触
れ
、活
力
を
得
ら
れ
る

会
と
な
り
ま
し
た
。（
太
田 

綾
香
） 締

め
は「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
♪
」

　

１
月
23
日
、降
雪
の
中
、飯
伊
民
医
連
新
年
会
が
１
３

０
人
の
参
加
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。「
戦
争
法
廃
止

２
０
０
０
万
筆
署
名
」で
は
、県
民
医
連
12
万
筆
の
目
標

を
確
認
し
、年
間
功
労
賞
表
彰
の
後
乾
杯
へ
。余
興
を
愉

し
み
料
理
に
舌
鼓
を
う
ち
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。最
後
は
恒
例
の「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」の

合
唱
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。（
松
下 

善
博
）

高
齢
者
虐
待
防
止
を
学
ぶ

　

２
月
13
日
、在
宅
箕
輪
ブ
ロ
ッ
ク
で
「
高
齢
者
虐
待
防
止
」

に
関
す
る
学
習
を
行
い
ま
し
た
。前
半
は
法
律
の
理
解
で
、職

員
は
早
期
発
見
と
通
報
義
務
が
あ
る
こ
と
を
学
び
、後
半
は

事
例
に
基
づ
き
虐
待
に
あ
た
る
か
否
か
の
判
断
を
論
議
し
ま

し
た
。事
例
を
自
分
た
ち
の
仕
事
と
照
ら
し
合
わ
せ
、あ
ら
た

め
て
利
用
者
の
人
権
を
守
る
大
切
さ
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。（
唐
沢 
一
夫
）

公
認
会
計
士
を
講
師
に
学
ぶ

公
認
会
計
士
を
講
師
に
学
ぶ

公
認
会
計
士
を
講
師
に
学
ぶ

公
認
会
計
士
を
講
師
に
学
ぶ

公
認
会
計
士
を
講
師
に
学
ぶ

公
認
会
計
士
を
講
師
に
学
ぶ

公
認
会
計
士
を
講
師
に
学
ぶ

薬
局
法
人
の
非
営
利

薬
局
法
人
の
非
営
利
型

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て

般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て

薬
局
法
人
の
非
営
利
型

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て

NONO
WWAARR！ ！ 
NO
WAR！ 協立福祉会・事務局長

A

　地域組合員さんの長年の熱い思いに支えら
れ、1月19日、伊那市長谷に開所。築約100年の古
民家を改修した、定員10人の小規模デイサービ
スです。個々に寄り添い、アットホームな雰囲気
の中、笑顔で活動できる場所をめざします。

（所長・井口 希代子）

組合員さん待望！“宅幼老所みなみ”オープン！

　

２
月
６
日
、長
野
社
保
協
公
開
講
演
会
と
し
て
本
田
宏
医
師

（
N
P
O
法
人
医
療
制
度
研
究
会
副
理
事
長
）が「
本
当
の
医

療
・
介
護
崩
壊
は
こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る
」と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。本
田
医
師
は
15
年
３
月
で
36
年
務
め
た
外
科
医
を
引

退
し
、医
療
崩
壊
の
実
態
を
知
ら
せ
再
生
さ
せ
る
た
め
の
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。講
演
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

  

大
事
な
こ
と
が

  

国
民
に
伝
わ
ら
な
い

　

私
が
26
年
務
め
た
埼
玉
県
の

地
域
中
核
病
院
、済
生
会
栗
橋
病

院
に
２
０
１
１
年
に
救
急
セ
ン
タ

ー
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
救

急
専
門
医
は
不
在
、翌
年
1
人
着

任
し
た
も
の
の
、忙
し
す
ぎ
る
、責

任
が
重
す
ぎ
る
と
辞
め
て
し
ま
い

ま
し
た
。こ
れ
が
日
本
の
医
療
の

現
実
で
す
。

　

問
題
は
、こ
う
い
う
こ
と
が
伝

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
。国
民
は
医
師

不
足
や
医
療
費
が
安
い
こ
と
は
知

ら
な
い
が
、五
郎
丸
、ベッ
キ
ー
、清

原
の
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
。テ
レ

ビ
で
繰
り
返
し
報
道
さ
れ
る
か
ら

で
す
。

  

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の 

　
観
点
で
医
療
を
見
よ
う

 　
５
年
前
に
で
き
た
埼
玉
県
の
久

喜
総
合
病
院
が
売
却
と
な
り
ま

す
。原
因
は
、①
医
師
、看
護
師
不

足
②
診
療
報
酬
削
減
③
消
費
増

税
で
す
。新
聞
は「
経
営
改
善
で
売

却
」と
書
き
ま
し
た
が
、「
経
営
悪

化
で
の
売
却
」で
す
。日
本
の
医
療

を
語
る
と
き
、メ
デ
ィ
ア
の
情
報
を

い
か
に
読
み
解
く
か
＝
メ
デ
ィ
ア
リ

テ
ラ
シ
ー
が
非
常
に
重
要
で
す
。

日
本
の
医
療
費
は
安
い
！

　
「
医
療
費
40
兆
円
突
破　

昨
年

度
診
療
報
酬
削
減
」…
昨
年
９
月

の
日
経
新
聞
の
見
出
し
。医
療
費

が
高
い
か
ら
削
減
す
る
の
だ
と
国

民
は
思
う
で
し
ょ
う
。し
か
し
、医

療
費
40
兆
円
の
内
訳
で
は
、税
金

の
支
出
は
16
兆
円
以
下
で
す
。

　
日
本
の
医
療
費
は
高
く
なって
い

ま
す
が
、グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
比
較
す
る
と
、世
界一高
齢
化
の

進
ん
だ
日
本
が
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
よ

り
少
し
高
い
だ
け
で
す
。し
か
も
、

ど
ん
ど
ん
抑
制
し
な
が
ら
１
割
〜

３
割
の
患
者
自
己
負
担
は
先
進
国

最
高
で
す
。

医
療
費
単
価
が
低
す
ぎ
る
！

　

政
府
は
診
療
報
酬
の
削
減
を
言

い
ま
す
が
、外
国
を
比
べ
る
と
日
本

の
単
価
は
低
す
ぎ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
盲
腸
手
術
で
、日
本

は
６
泊
７
日
入
院
し
て
、手
術
、看

護
、食
事
な
ど
す
べ
て
で
病
院
が
受

け
取
る
の
は
40
万
円
弱
。ス
イ
ス
の

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
な
ら
２
泊
３
日
で
２
９

７
万
円
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
２
７

０
万
円
。香
港
２
泊
３
日
90
万
、上

海
、ソ
ウ
ル
、バ
ン
コ
ク
も
日
本
よ
り

高
い
の
で
す
。し
か
も
ヨ
ー
ロッパ
は

個
人
負
担
な
し
。日
本
は
５
〜
６
万

円
の
患
者
負
担
が
あ
り
ま
す
。日

本
は
胃
が
ん
で
手
術
し
て
30
日
く

ら
い
入
院
し
て
も
１
２
０
万
。ア
メ

リ
カ
の
盲
腸
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、病
院
で
使
う
薬
や
医

療
機
器
の
費
用
は
世
界
最
高
。一番

高
い
機
械
や
薬
を
使
って
、日
本
の

病
院
が
黒
字
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？

　

し
か
も
、医
療
費
よ
り
高
い
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。た
と
え
ば

高
速
道
路
の
緊
急
電
話
は
、実
質

40
〜
50
万
円
で
す
。そ
れ
を
１
台
２

５
０
万
円
で
１
㎞
お
き
に
上
下
線

につ
け
て
い
ま
し
た
（
民
営
化
前
）。

日
本
の
財
政
赤
字
は
医
療
の
せ
い

で
は
な
い
の
で
す
。

医
師
不
足
は
解
消
さ
れ
な
い

　

昨
年
、「
医
師
不
足
じ
わ
り
解
消

10
年
後
先
進
国
平
均
に
」（
読
売
新

聞・厚
労
省
ま
と
め
）と
い
う
グ
ラ
フ

付
き
の
記
事
が
出
ま
し
た
。日
本

は
ど
ん
ど
ん
増
え
、世
界
は
増
え
な

い
。そ
ん
な
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
１
１
年
の
O
E
C
D
平
均
が

変
わ
ら
な
い
と
し
た
ご
ま
か
し
で

す（
図
A
）。日
経
新
聞
は「
医
学
部

の
定
員
削
減　

政
府
検
討
医
療
費

膨
張
防
ぐ
」と
報
じ
ま
し
た
。治
療

さ
せ
な
い
よ
う
に
医
者
を
減
ら
そ

う
と
い
う
意
図
が
表
れ
て
い
ま
す
。

医
師
増
員
へ
の
誤
解

　

若
手
医
師
は
、医
師
増
員
に
反

対
の
人
が
結
構
多
い
。経
済
界
が
ス

ポ
ン
サ
ー
の「m

3.com

」や「
日
経

メ
デ
ィ
カ
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
」を
見
て
い

る
人
が
多
く
、そ
こ
に
は
将
来
医
師

が
余
る
と
い
う
記
事
が
出
ま
す
。

私
の
意
見
は
載
り
ま
せ
ん
。

偏
在
で
は
な
く
絶
対
数
が
不
足

　

国
は
西
高
東
低
の
医
師
数
の
偏

在
が
問
題
だ
と
い
い
ま
す
が（
図

B
）、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
は
、東
京
も
京

都
も
追
い
つ
か
な
い
。10
万
人
以

上
も
不
足
し
て
い
る
の
に
、医
学

部
の
定
員
削
減
が
計
画
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

今
の
日
本
の
医
療
は
、医
師
の
長

時
間
労
働
と
使
命
感
で
や
っ
と
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。オ
ス
プ
レ
イ
は

増
や
す
が
医
者
は
増
や
さ
な
い
。こ

れ
が
日
本
で
す
。

 　

99
％
の
国
民
の
連
帯
が

　

医
療
崩
壊
を
防
ぐ

 　
医
療
、辺
野
古
、T
P
P
、戦
争

法
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
頑
張っ

て
い
る
人
が
い
ま
す
。け
れ
ど
、ば
ら

ば
ら
で
す
。問
題
解
決
に
重
要
な
視

点
は
、①
全
体
を
見
る　

②
グ
ロ
ー

バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド（
世
界
水
準
）と

比
べ
て
み
る　

③
歴
史
の
検
証　

④Follow the M
oney _

お
金
の

流
れ
を
追
う
、で
す
。

　

そ
う
す
る
と
、１
％
の
人
の
利
益

の
た
め
に
政
治
が
あ
る
こ
と
が
見
え

て
き
ま
す
。「
辺
野
古
は
反
対
だ
が

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
賛
成
」と
い
う
こ
と
は
あ

り
え
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
医
療
再
生
に
大
事
な
の
は
、

Ｐ
atient First!

。Money

で
も

Econom
y

で
も
な
い
。こ
れ
が
社

会
保
障
の
基
本
で
す
。こ
の
ま
ま
い

く
と
本
当
の
医
療・介
護
崩
壊
が
や

って
き
ま
す
。そ
う
さ
せ
な
い
た
め
に

は
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
観
点
を

持
ち
、あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
連
帯
と

、政
治
を
変
え
る
選
挙
行
動
を
起

こ
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

低
医
療
費・高
負
担
の

ニ
ッ
ポ
ン
の
医
療

医
師
の
長
時
間
労
働
で

支
え
ら
れ
る
医
療

「普天間基地早期返還」の普天間基地早期返還」の
民意は変わらず民意は変わらず
「普天間基地早期返還」の普天間基地早期返還」の
民意は変わらず民意は変わらず
「普天間基地早期返還」の普天間基地早期返還」の
民意は変わらず民意は変わらず
「普天間基地早期返還」の
民意は変わらず
宜野湾市長選挙支援を終えて

　1月24日投票の沖縄県宜野湾
市長選挙は、残念ながら安倍政権
が支援した現職が当選。しかし、共
同通信の出口調査では辺野古移
設に反対する意見が56％に上り、
当選＝辺野古容認ではないことも
浮き彫りになりました。全日本民
医連の呼びかけに応えて、全国か
ら800人以上、長野県からも30
人が辺野古新基地反対を訴えた
志村恵一郎さんの応援に駆けつ
けました。

　発端は、2014年の「標的の村」上
映会でした。観に行った薬剤師た
ちはその内容に衝撃を受け、「知
らないまま過ぎていくのは良くな
いことだ」という思いを強くしまし
た。沖縄行きの話に、こんな機会
はもうないかもしれないと後押し
してくれたのは、その薬剤師たち
でした。結果は残念でしたが、宜
野湾市民が苦しい選択の中、普天
間飛行場の危険性早期除去とい
う民意を突きつけたことは確かで
す。政府は正しく民意を受け止め
るべきです。

政府は正しく民意を
受けとめるべき
　　諏訪共立病院・花岡真奈美

　選挙支援活動を通して、華やか
な観光地としての私の中の沖縄
のイメージが、ガラッと変わりまし
た。共働きが多いため人がほとん
どおらず、ガランとして決して綺麗
といえないアパート、あたりまえの
ように頭上20mあたりを轟音をた
てて飛ぶ戦闘機やヘリの恐怖。こ
の状況を本気で変えようと、全国
から数多くの民医連職員が集まり
ました。その熱気に感銘を受け、
私も民医連職員にふさわしい人物
になれるよう、さまざまな活動に
参加したいと思いました。

選挙支援から見えた沖縄の
“リアル”
　　　　 健和会病院・根橋朋希

参加者の声

[図A]

[図B]
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民
医
連

民
医
連
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！

民
医
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で
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長
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よ
う
！

民
医
連
で
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長
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よ
う
！

民
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で
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よ
う
！

県
連
青
年
職
員
育
成
を
考
え
る

５
年
ぶ
り
に
開
催

５
年
ぶ
り
に
開
催

県
連
青
年
職
員
育
成
を
考
え
る

県
連
青
年
職
員
育
成
を
考
え
る

流

５
年
ぶ
り
に
開
催

５
年
ぶ
り
に
開
催

県
連
青
年
職
員
育
成
を
考
え
る

５
年
ぶ
り
に
開
催

青
年
育
成
の

課
題
前
進

１
月
23
日
、松
本
市
駅
前
会

館
で「
県
連
青
年
職
員
育
成
を

考
え
る
活
動
交
流
集
会
」が
開

か
れ
ま
し
た
。２
０
１
１
年
に

初
め
て
開
催
し
、後
継
者
対
策

の
具
体
化
・教
訓
の
共
有
、青

年
委
員
会
機
能
の
確
立
な
ど

が
提
起
さ
れ
、青
年
育
成
の
課

題
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
契

機
と
な
り
ま
し
た
。

活
動
交
流
集
会
に
は
、青
年

職
員
の
育
成
を
含
め
た
職
員

育
成
に
携
わ

る
担
当
者
、Ｊ
Ｂ
や

青
年
を
主
と
し
た
取
り
組
み

で
活
躍
す
る
青
年
職
員
な
ど

55
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

願
い
を
託
せ
る

政
権
を
求
め
て
い
る

今
、改
め
て
青
年
育
成
の
重

要
性
が
強
調
さ
れ
る
状
況
の

も
と
、名
城
大
学
の
蓑
輪
明
子

先
生
を
招
き
、「
若
者
が
お
か

れ
た
社
会
状
況
と
社
会
運
動

の
現
局
面
」と
題
す
る
講
演
を

行
い
ま
し
た
。現
在
の
日
本
の

青
年
が
お
か
れ
て
い
る
雇
用

や
貧
困
の
実
情
か
ら
、政
治
や

社
会
の
問
題
に
対
し
行
動
す

る
青
年
が
増
え
て
い
る
。選
挙

で
自
分
の
願
い
を
託
せ
る
政

権
を
真
剣
に
も
と
め
て
い
る

な
ど
、青
年
の
社
会
に
対
す
る

意
識
の
特
徴
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

成
長
は
民
医
連
を

体
感
し
て
こ
そ

６
人
の
青
年
職
員
か
ら
は
、

「
な
ぜ
、自
分
が
民
医
連
で
働

い
て
い
る
の
か
？
民
医
連
で

働
く
う
え
で
の
や
り
が
い
」

「
小
児
科
診
療
の
現
場
か
ら
患

者
に
寄
り
添
い
、医
療
制
度
改

善
す
る
取
り
組
む
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
こ
と
」「
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
の
取
り
組
み
か
ら

学
び
合
う
こ
と
、お
互
い
に
思

い
を
共
感
す
る
こ
と
の
喜
び
」

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、「
青

年
」と
「
青
年
育
成
援
助
者
」が

悩
み
や
問
題
意
識
を
語
り
合

い
、思
い
を
共
有
し
ま
し
た
。

青
年
職
員
は
、職
場
な
ど
集
団

の
中
で
、民
医
連
を
体
感
し
成

長
し
ま
す
。集
会
で
は
、法
人

や
連
絡
会
で
青
年
職
員
を
援

助
す
る
担
当
者
を
集
団
化
す

る
こ
と
の
必
要
性
が
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

2016年2月25日（4）長野県民医連第 3 0 2 号

私と民医連
「小児科での経験から」

受診を中断する「ちょっと困った家族」の事情を
和田医師から聞き、「困難を抱えている」という視点が
加わった。「私のアンテナ」（保険証、仕事の形態、定期受
診に来ない、服の汚れ・臭い、親や子どもの歯など）で気
づいた患者さんについてカンファレンスで話し合い、小
児科全体でフォローするようになった。小児科業務にや
りがいを感じ、職員同士も信頼し合える仲間になった。
民医連の小児科だから変われたのだと思う。
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